
■十勝の花粉症

　花粉症は地域によって原因花粉が異なるため、
よく聞くスギ花粉症は北海道ではあまりみられませ
んが、シラカバによる花粉症に悩む患者さんはい
ます。
　シラカバは白い樹皮が美しく、公園でも多く見
かけます。4月の中旬から6月中旬まで大量の花粉
を飛ばします。シラカバ花粉症の患者さんは、ハン
ノキ花粉症と合併することも多いので、3月下旬か
らくしゃみ、鼻水に悩まされることもあります。リンゴ、
ももなどの果物アレルギーも合併することもありま
す。
　カモガヤ、オオアワガエリなどのイネ科の牧草は
明治時代にアメリカから酪農のために持ち込まれ
たものです。イネ科の花粉は6月中旬から9月中旬
くらいまで飛散します。お盆過ぎからヨモギの花粉
が飛散します。血液検査で花粉症の有無、種類、
程度を調べることができます。

　花粉症やアレルギー性鼻炎の症状はくしゃみ、
鼻水、鼻づまりで、治療は飲み薬と鼻のスプレー
です。しかし、薬では鼻づまりが良くならない方、ま
た、薬を飲みたくない方には、鼻の腫れた粘膜を
アルゴンプラズマで焼いて固める鼻のレーザー手
術があります。
　鼻の中に麻酔のガーゼをつめる局所麻酔で内
視鏡で見ながら鼻の奥までアルゴンプラズマを吹
き付けます。両側で10分程度です。日帰り手術で
病院にいる時間は2時間くらいです。手術後1週
間は鼻がつまりますが、その後徐々に通りが良くな
ります。1年後位に再び鼻の粘膜が腫れて、鼻が
つまる方もいらっしゃいます。その場合、手術を繰
り返すことができます。北斗クリニックを受診して日
時の相談をして頂きます。
　健康保険が適応されるので費用は3割負担で
約1万円です。

　虫歯が原因の副鼻腔炎です。虫歯や歯周病
（歯槽膿漏）が悪化し、細菌が上顎洞という副鼻
腔に入り炎症を起こします。黄色い鼻水が鼻から
のどに流れてイヤな臭い痰がからみます。
　歯科医院で歯の治療をしても良くならない場合
は手術が有効です。

　好酸球とはアレルギーの細胞です。両側の鼻
の中に鼻茸（ポリープ）ができて鼻がつまり、にお
いが分かりにくくなります。喘息を持っている方に
なりやすいです。
　両側の眼の内側にある篩骨洞という副鼻腔に
炎症を起こします。
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北斗病院では鼻水・鼻づまり・鼻の総合的な診療を行っています
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花粉症と副鼻腔炎

　ハナのトラブル
花粉症

■慢性副鼻腔炎（蓄膿症）

　昔は黄色い鼻水があたかも膿のようであったた
め、蓄膿症と言われていました。しかし、実際には
膿ではないので、慢性副鼻腔炎（まんせいふくびく
うえん）が正しい言い方です。副鼻腔とは鼻の両
側にある、ほっぺたの奥の空洞を言います。
　長い経過で副鼻腔に炎症が起きて慢性副鼻
腔炎になると、「黄色い鼻水が出てくる」以外にも

● ほっぺたが痛い
● 頭が痛い
● 臭いが分からない
● 変な臭いがする
● 痰がからむ
● 鼻がつまって集中できない

など色々な症状が出てきます。耳鼻咽喉科では鼻
の内視鏡検査とCT撮影をおこないます。以下の
3つがよく見られる慢性副鼻腔炎です。

■北海道内では5番目、
道東初の鼻科手術認可施設に認定

　北斗病院耳鼻咽喉科では、慢性副鼻腔炎（蓄
膿症）の総合的な診療をおこなっています。年間 
150名以上の患者さんに内視鏡下鼻副鼻腔手
術を含めた鼻の手術をさせて頂いています。専門
医が在籍し、これまでの実績が認められ、2022年
に日本鼻科学会認定 手術指導医制度認可施
設に認定されました。

　ハナのトラブル
慢性副鼻腔炎

（蓄膿症）

花粉症やアレルギー性鼻炎に対する
アルゴンプラズマ凝固法

鼻のレーザー手術

　歯性副鼻腔炎、好酸球性副鼻腔炎、真菌性
副鼻腔炎、いずれも症状が強い場合、薬による治
療で良くならない場合、「ナビゲーションを用いた
内視鏡下鼻副鼻腔手術」をおこなっています。ナ
ビゲーションとは医師が手術中にどの辺りを手術
しているかをリアルタイムに確認できる最新の機
器です。これにより、安全に鼻の奥の方まできれ
いに手術できるようになりました。内視鏡下鼻副
鼻腔手術とは、鼻の穴に内視鏡（細いカメラ）を
入れてモニタ画面に映し出しながら、シェーバーと
いう鼻茸を吸いとる器具などを使って鼻や副鼻腔
の中をきれいにしていきます。手術の方法は全身
麻酔で約2時間、入院は4～5日間くらいです。

　北斗病院では花粉症やアレルギー性鼻炎、副
鼻腔炎以外にも、鼻血、鼻の腫瘍、がんなどを含
めた鼻の総合的な診療をおこなっています。
　鼻の調子が悪いと感じている方は北斗クリニッ
ク2階の耳鼻咽喉科・頭頸部外科を受診して頂き、
ご相談ください。

慢性副鼻腔炎（蓄膿症）に対する
ナビゲーションを用いた手術

内視鏡下鼻副鼻腔手術（ESS）
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〈十勝の花粉飛散カレンダー〉
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　真菌とはカビのことです。副鼻腔は湿って温か
くカビの絶好のすみかです。黄土色のチーズのよ
うなかたまりが鼻から出てきたり、のどに流れたりし
ます。時々ほっぺたが痛くなります。
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〈内視鏡下鼻副鼻腔手術の様子〉
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